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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オゾンガスを測定するための多孔質ガラスセンサー用の筐体であって、前記筐体の側面
に通風のための開口部を有し、前記筐体の内部に予めオゾンの吸収の割合が計測された調
湿材が設置されていることを特徴とする多孔質ガラスセンサー用筐体。
【請求項２】
　オゾンガスを測定するための多孔質ガラスセンサー用の筐体であって、前記筐体の側面
に通風のための開口部を有し、前記開口部は予めオゾンの吸収の割合が計測されたメンブ
レンフィルターで覆われており、
　前記筐体の内部に予めオゾンの吸収の割合が計測された調湿材が設置されていることを
特徴とする多孔質ガラスセンサー用筐体。
【請求項３】
　請求項１または請求項２において、
　前記調湿材は、保湿性の高い高分子ポリマーが機材に塗布された高吸水シートであるこ
とを特徴とする多孔質ガラスセンサー用筐体。
【請求項４】
　請求項２において、
　前記メンブレンフィルターは、孔径が０．１μｍから１μｍの範囲内のフッ化樹脂から
なることを特徴とする多孔質ガラスセンサー用筐体。
【請求項５】
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　請求項２において、
　前記メンブレンフィルターは、孔径が０．１μｍから１μｍの範囲内で、かつ、厚さが
３５μｍから２００μｍの範囲内のフッ化樹脂からなることを特徴とする多孔質ガラスセ
ンサー用筐体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、大気などの気体中に存在するオゾンガスを測定するための多孔質ガラスセン
サーに用いる筐体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、ＮＯｘ、ＳＰＭ、光化学オキシダント(主成分はオゾン)による大気汚染が生じ、
環境に対する影響が問題とされている。光化学オキシダントの主成分であるオゾンは、工
場や事業所や自動車から排出されるＮＯｘや炭化水素などの汚染物質が太陽光線の照射を
受けて光化学反応により生成し、光化学スモッグの原因となっている。
【０００３】
　日本では、これらの物質について例えば大気中の二酸化窒素濃度に環境基準が設定され
、各地の一般大気環境観測局での例えば紫外線吸収法などの自動測定法によるガス濃度測
定が行われている。
【０００４】
　しかしこれらの方法によると、数ｐｐｂの微量なガスの測定が可能である反面、装置が
大型化・複雑化し、簡単に検出したい気体のオゾン濃度を測定することができないという
欠点がある。また、高価で且つメンテナンスを必要とする。また、自動測定する場合には
電力費用や装置の保守等に膨大な経費がかかる。そのうえ、電源、標準ガスや温度コント
ロールされた設置場所の確保が必要である等、制約が多い。
【０００５】
　したがって、ガス濃度の分布調査や、地域環境への影響評価、個人の被爆の影響評価を
精度よく行うためには、簡単に個人が携帯できる方法を用いて環境の監視を行う必要があ
る。そのために、安価、小型、かつ使い方が簡便なガスセンサーあるいは簡易測定法の利
用が要望されている。
【０００６】
　かかる要望に応えるべく、現在、半導体ガスセンサー、固体電解質ガスセンサー、電気
化学式ガスセンサーなど幅広く開発が進んでいる。これらのセンサーは小型で取り扱いが
簡単であるが、検出限界が低いため一般の大気環境に存在する微量な二酸化窒素を検出す
ることができないという欠点がある。
【０００７】
　さらに、これらのセンサーは小型といえども電力を必要とするため電池などの電力供給
装置が必要である。また、これらのセンサーは瞬時値しか測定できないため個人の被爆量
などの蓄積量を測定しようとする場合、常時センサーを稼動させ、出力される値を蓄積す
る必要がある。
【０００８】
　このようなセンサーに対して、でんぷんおよびヨウ化カリウムを担持したオゾン検知紙
が提案されている(特許文献１)。しかしこの方法によると被検ガスを強制的に吸引するた
めのポンプや測定のための光源、検出器を駆動するための電力の必要がある。さらに特殊
なシート状担体が必要である。さらにこの方法によるとオゾンではなく光化学オキシダン
トすべてを検出してしまうという欠点があった。
【０００９】
　このような状況に鑑み、本発明者らは簡便で高感度なオゾン検知素子として、孔内にオ
ゾンと反応して可視領域の光吸収が変化する色素を備えた多孔体ガラス用いた検知素子を
提案した(特許文献２)。またこの検知素子を用いた小型オゾン濃度検知装置及び検知方法
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を提案した(特許文献２)。
【００１０】
　なお、出願人は、本明細書に記載した先行技術文献情報で特定される先行技術文献以外
には、本発明に関連する先行技術文献を出願時までに発見するには至らなかった。
【特許文献１】特許第３２５７６２２号公報
【特許文献２】特願２００２－３５１０３４号（特開２００４－１４４７２９号公報）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　前記特許文献２に記載された技術によれば大がかりな装置を必要とせず、望む場所での
高感度のオゾン濃度が測定可能であった。しかし、上記の検知素子、検知方法及び検知装
置を用いた場合、基板として多孔質ガラスを用いていたためにその検出出力の値が湿度の
影響を受けやすく、時として非常に大きなプラスや非常に大きなマイナスの出力を生じ、
その結果、オゾン濃度として非常に高濃度の値や、大きなマイナスの値が算出されてしま
い測定の欠損点になってしまうという欠点があった。
【００１２】
　これは多孔質ガラスが一旦結露点に近い状態におかれたあと、湿度が急激に低下すると
、ガラス表面に吸着していた水分子が少なくなる過程でガラスが白濁するという現象が生
じるためであった。この現象は、電力を用いれば様々な方法で回避できることが考えられ
るが、それでは望む場所で、簡便にオゾン濃度を測定できるという長所を活かすことがで
きないという欠点があった。
【００１３】
　本発明は、以上のような問題点に鑑みてなされたものあって、その目的とするところは
、電力を使用せず、多孔質ガラスの白濁現象をできるだけ回避して、測定の欠損点を少な
くすることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　このような課題を解決するために本発明は、オゾン多孔質ガラスセンサー用の筐体とし
て、側面に通風のための開口部を有し、かつ内部に調湿材が設置される筐体を用いること
を特徴とする。
【００１５】
　また、本発明は、オゾン多孔質ガラスセンサー用の筐体として、側面に通風のための開
口部を有し、かつ開口部が予めオゾンの吸収の割合が計測されたメンブレンフィルターで
覆われており、さらに内部に予めオゾンの吸収の割合が計測された調湿材が設置されてい
る筐体を用いることを特徴とする。
【００１６】
　ここで、センサーに用いる多孔質ガラスとしては可視領域で透明とするために、平均孔
径が２０ｎｍ以下が望ましい。
【００１７】
　また、調湿材としては、筐体内に設置が容易なように、保湿性の高い高分子ポリマーで
あるＳＡＰ／Ｓ－ＭＦＣが機材（シート）に塗布された高吸水シートであることが望まし
い。オゾンは物質の表面に吸着しやすく、特に水分を含有している物質には吸着しやすい
ため、ＳＡＰ／Ｓ－ＭＦＣが機材に塗布された高吸水シートにも吸収されることが考えら
れる。
【００１８】
　実際に測定を行うとＳＡＰ／Ｓ－ＭＦＣが機材に塗布された高吸水シートに一定の割合
で吸収されることが明らかになった。したがって、調湿材を用いる場合は、吸収の割合を
予め計測しておくことが必要となる。ちなみに、１０ｃｍ×５ｃｍのＳＡＰ／Ｓ－ＭＦＣ
が機材に塗布された高吸水シ一ト５枚においては２０％のオゾンが吸収されることが明ら
かになった。
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【００１９】
　また、メンブレンフィルターとしては孔径が０．１から１μｍの範囲のフッ化樹脂が望
ましい。更に好ましくは四フッ化エチレン樹脂を用いることが望ましい。四フッ化エチレ
ン樹脂は撥水性があり、開口部から水が浸入することを防ぐことができる。また、メンブ
レンフィルターの孔径が０．１から１μｍであり、厚さが３５μｍから２００μｍであれ
ばオゾンは筐体内に拡散することができる。
【００２０】
　ただし、オゾンは物質の表面で吸収され易いため、メンブレンフィルターにも吸収され
ることが考えられ、実際に測定を行うとメンブレンフィルターに一定の割合で吸収される
ことが明らかになった。
【００２１】
　したがって、メンブレンフィルターを用いる場合は、吸収の割合を予め計測しておくこ
とが必要となる。ちなみに孔径０．５μｍ、厚さ１００μｍのメンブレンフィルターを用
いた場合においては１０％のオゾンが吸収されることが明らかになった。
【００２２】
　また、厚さ３５μｍ以上のフィルターを使えば、オゾンは風速の影響を受けることなく
分子拡散で多孔質ガラスセンサーに輸送されるので、風速の影響を排除しての測定が可能
になる。
【発明の効果】
【００２３】
　以上説明したように、本発明によれば、オゾンガスを測定するための多孔質ガラスセン
サー用の筐体の内部に調湿材を設置する、若しくは通風のための開口部をメンブレンフィ
ルターで覆う、若しくは両方を同時に行うようにしたので、測定対象のオゾンの濃度に影
響を与えるがその与える割合は一定であることから、測定対象ガスの損失を一定の割合と
してセンサー内部の湿度の急激な変化を抑えることができる。この結果、オゾンの測定を
行ったときに多孔質ガラスの白濁に起因する、欠損点として処理される点の出現の頻度を
低く抑えることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
【００２５】
　(第１の実施の形態)
　まず、第１の実施の形態におけるオゾン多孔質ガラスセンサー用の筐体について説明す
る。この筐体１０１は１０ｃｍ×２０ｃｍ×１０ｃｍの大きさを有し、図１（ａ）に示す
ように側面に通気のためのスリット１０２が設けられている。そして、筐体１０１の内部
には、後述する図１（ｂ）に示される調湿材１１４として、１０ｃｍ×５ｃｍの大きさの
機材（シート）に、保湿性の高い高分子ポリマーであるＳＡＰ／Ｓ－ＭＦＣが塗布された
高吸水シートが５枚重ねて設置されている。
【００２６】
　この筐体１０１の内部には、図１（ｂ）に示すように、多孔質ガラスセンサー素子１１
１と、多孔質ガラスセンサー計測部１１２と、信号処理部１１３と、前記調湿材１１４と
、温湿度センサー１１５とが設けられている。ここで、この第１の実施の形態の多孔質ガ
ラスセンサー（筐体を含めたセンサー）をセンサーＡとした。そして、比較のために調湿
材１１４が設置されていない多孔質ガラスセンサー（筐体を含めたセンサー）を用意し、
このセンサーをセンサーＢとした。
【００２７】
　センサーＡとセンサーＢを屋外環境に設置して、両者の温湿度を比較したものが図２で
ある。両者は温度はほとんど変わらず、調湿材１１４を設置したセンサーＡの湿度の変化
幅が小さくなっていることが確認できた。多孔質ガラスセンサーは前述したように一旦結
露点近くの状態におかれたものが、急激に湿度が低下するときに欠損点になる。調湿材１
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１４の設置により急激な湿度の低下が緩和され、欠損点の割合が低くなった。
【００２８】
　(第２の実施の形態)
　次に、第２の実施の形態におけるオゾン多孔質ガラスセンサー用の筐体について説明す
る。第２の実施の形態における筐体２０１も、第１の実施の形態の筐体１０１と同様の１
０ｃｍ×２０ｃｍ×１０ｃｍの大きさを有し、図３（ａ）に示すように、側面に通気のた
めのスリット２０２を有している。そして、このスリット２０２が設けられている領域２
０３は、孔径０．５μｍ、厚さ７５μｍのメンブレンフィルター２０４で覆われている。
【００２９】
　筐体２０１の内部には、図３（ｂ）に示すように、多孔質ガラスセンサー素子２１１と
、多孔質ガラスセンサー計測部２１２と、信号処理部２１３と、温湿度センサー２１５と
が設けられている。ここで、第２の実施の形態の多孔質ガラスセンサー（筐体を含めたセ
ンサー）をセンサーＣとした。そして、比較のためにメンブレンフィルター２０４を設置
していない多孔質ガラスセンサー（筐体を含めたセンサー）を用意し、このセンサーをセ
ンサーＤとした。
【００３０】
　センサーＣとセンサーＤを屋外環境に設置して、両者の温湿度を比較したものが図４で
ある。両者は温度はほとんど変わらず、メンブレンフィルター２０４を設置したセンサー
Ｃの湿度の変化幅が小さく、高湿度側の湿度が低下していることが確認できた。多孔質ガ
ラスセンサーは前述したように一旦結露点近くの状態におかれたものが、急激に湿度が低
下するときに欠損点になる。
【００３１】
　メンブレンフィルター２０４の設置により結露点近くの状態におかれた頻度が少なくな
り、また、急激な湿度の低下が緩和され、欠損点の割合が低くなった。同様の実験を、メ
ンブレンフィルター２０４の孔径が０．１μｍ、厚さ３５μｍのものと、孔径が１μｍ、
厚さが２００μｍのものとを用いて行った。そして、この場合も同様の結果が得られた。
【００３２】
　(第３の実施の形態)
　次に、第３の実施の形態におけるオゾン多孔質ガラスセンサー用の筐体について説明す
る。第３の実施の形態における筐体３０１も、第１及び第２の実施の形態の筐体と同様の
１０ｃｍ×２０ｃｍ×１０ｃｍの大きさを有し、図５（ａ）に示すように、側面に通気の
ためのスリット３０２を有している。そして、このスリット３０２が設けられている領域
３０３は、第２の実施の形態と同様、孔径０．５μｍ、厚さ７５μｍのメンブレンフィル
ター３０４で覆われている。
【００３３】
　筐体３０１の内部には、図５（ｂ）に示すように、多孔質ガラスセンサー素子３１１と
、多孔質ガラスセンサー計測部３１２と、信号処理部３１３と、調湿材３１４と、温湿度
センサー３１５とが設けられている。ここで、この第３の実施の形態の多孔質ガラスセン
サー（筐体を含めたセンサー）をセンサーＥとした。そして、比較のためにメンブレンフ
ィルター３０４及び調湿材３１４を設置していない多孔質ガラスセンサー（筐体を含めた
センサー）を用意し、このセンサーをセンサーＦとした。
【００３４】
　センサーＥとセンサーＦを屋外環境に設置して、両者の温湿度を比較したものが図６で
ある。両者は温度はほとんど変わらず、メンブレンフィルター３０４及び調湿材３１４を
設置したセンサーＥの湿度の変化幅が小さくなっていることが確認できた。多孔質ガラス
センサーは前述したように一旦結露点近くの状態におかれたものが、急激に湿度が低下す
るときに欠損点になる。
【００３５】
　メンブレンフィルター３０４の設置により結露点近くの状態におかれた頻度が少なくな
り、また、急激な湿度の低下が緩和され、欠損点の割合が低くなった。同様の実験をメン
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ブレンフィルター３０４の孔径が０．１μｍ、厚さが３５μｍのものと、孔径が１μｍ、
厚さが２００μｍのものとを用いて行い、これらの場合も同様の結果が得られた。
【００３６】
　なお、上記第１～第３の実施の形態における多孔質ガラスセンサーに用いられる多孔質
ガラスは可視領域で透明とするために、その平均孔径は２０ｎｍ以下であることが望まし
い。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】本発明に係るオゾン多孔質ガラスセンサー用筐体の第１の実施の形態を示す図（
図１（ａ））及びこの筐体の内部の構成を示すブロック図（図１（ｂ））である。
【図２】第１の実施の形態のセンサーの温湿度特性を示すグラフである。
【図３】本発明に係るオゾン多孔質ガラスセンサー用筐体の第２の実施の形態を示す図（
図３（ａ））及びこの筐体の内部の構成を示すブロック図（図３（ｂ））である。
【図４】第２の実施の形態のセンサーの温湿度特性を示すグラフである。
【図５】本発明に係るオゾン多孔質ガラスセンサー用筐体の第３の実施の形態を示す図（
図５（ａ））及びこの筐体の内部の構成を示すブロック図（図５（ｂ））である。
【図６】第３の実施の形態のセンサーの温湿度特性を示すグラフである。
【符号の説明】
【００３８】
　１０１，２０１，３０１…オゾン多孔質ガラスセンサー用筐体、１０２，２０２，３０
２…スリット、２０３，３０３…スリット領域、２０４，３０４…メンブレンフィルター
、１１１，２１１，３１１…多孔質ガラスセンサー素子、１１２，２１２，３１２…多孔
質ガラスセンサー計測部、１１３，２１３，３１３…信号処理部、１１４，３１４…調湿
材、１１５，２１５，３１５…温湿度センサー。
                                                                                
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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